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多良間村は、39番目の

連合に加盟しています。
「日本で最も美しい村」
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広報

多良間村国民保護計画に基づく住民避難に
関する村民との意見交換会

令和5年10月16日(月)、コミュニティー施設において多良間村国民保護計画に基づく住民避
難に関する村民との意見交換会が開催された。村民約40人が参加し、 総務財政課が計画の説明
を行った。村民からの避難等に関する疑問点については、内閣官房や消防庁等の関係機関から
説明を行った。

○沖縄県全域を要避難地域とする
先島諸島5市町村の住民など12万人→島外（県外）避難
その他県内市町村→屋内避難　　避難先→九州各県

■ 波浪などによりフェリーが使用出来ない場合

※村の認めた避難行動要支援者が車両で一時避難場所に移動する場合は、指定駐車場に駐車。

Q  お話の中で万が一と言いますけど、どれぐらいの割合で戦争が起ころうとしてるか。
A  どれぐらいの確率で今その紛争が起こるのかっていうようなことは、分かりかねるところ

Q  万が一戦争が実際に起こった場合に、さあ動きましょうと実際に動けるか。
A  どうやったら混乱なく避難できるのかといったことを今まさに検討しているところ

Q  九州行った場合に我々住民はどういう生活をするんですか
A  国民保護法制度上は、受け入れる県(今回の想定では九州各県)には避難されてきた方々を受け入れ

る義務が発生する長期避難住宅(応急仮設住宅や
宿泊施設)を確保、生活に必要なものを逐次給与

Q  家畜はどうするのか
A  避難させるのか、避難後の家畜の継続をどのよう

にしたらいいか、今後の検討課題だと考える

フェリーたらまⅢ
定員300名（条件付きで車両積載スペースも搭乗可とする）
1日3便（所要時間2時間）

航空機DHC-8-Q400CC
定員50名
1日8便（所要時間25分）

航空機DHC-8-Q400CC
定員50名
1日11便運航に向けて調整中

仮定状況

区域　　　　　　　　　　　一時集合場所　 　　　　　　　　　　　一時避難場所
塩川地区　　　　→徒歩→　多良間中学校　→バス→　各港及び空港　→宮古島市マティダ劇場→九州各県
仲筋・水納地区　  →徒歩→　多良間小学校　→バス→　各港及び空港　→宮古島市マティダ劇場→九州各県

区域　　　　　　　　　　　一時集合場所
全区域の住民　   →徒歩→ 　多良間小学校　   →バス→　   多良間空港

R4年度  多良間村の避難実施要領（案）

R5年度  多良間村の避難実施要領（案）

意見交換会の様子
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広報

沖縄県人権相談窓口

「沖縄県差別のない社会づくり条例」が施行 !
 不当な差別に関する電話相談窓口を設置します。

〈沖縄県人権相談窓口〉
電話番号 : ☎ 098-863-9281
対応日時 : 毎週月・水・金（祝祭日除く。）   10:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 15:00

【R5.7.19（水）から運用開始】

本邦外出身者等に
対する不当な
差別的言動

インターネット上の
不当な差別的言動その他

の誹謗中傷

不当な差別

県民であることを
理由とする不当な

差別的言動

条例等の詳細は
こちらから

沖縄県子ども生活福祉部女性力・平和推進課
TEL ☎098-866-2500　 FAX 098-866-2589
E-mail:jinken-soudan@pref.okinawa.lg.jp

〈LGBTQ にじいろ相談〉
電話番号 : ☎ 098-880-8434
対応日時 : 毎週土曜日 10:00 ～ 17:00

◆性的指向又は性自認に関する相談はこちらへ

◆不当な差別や人権一般に関する電話相談はこちらへ
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広報

農業委員辞令交付式終了後　集合写真

令和5年度下半期職員会の様子

9月28日(木)、役場2階会議室にて農業委員の辞令交付式が
おこなわれた。今回農業委員に任命されたのは、山城憲三さん、
村山春昭さん、高江洲昭男さん、仲宗根大悟さん、仲筋由梨亜
さん、垣花ゆかりさん、垣花昭さん、仲本幸司さんの8名。

10月2日(月)に行われた農業委員会総会において、会長に
垣花ゆかりさん、職務代理に山城憲三さんが就任。また、農業
委員会推進委員として小禄政人さん、洲鎌明才さん、親里健次
さんが任命された。

農業委員・推進委員ともに任期は令和5年10月1日から令和8
年9月30日の3年間。

10月2日(月)、役場2階会議室において令和5年度下半
期職員会がおこなわれた。

伊良皆村長の代読で運天副村長は、｢目まぐるしく変わ
る社会情勢のなか、新たな技術・制度を積極的に取り入れ、
次世代が担う未来をより確かなものにしていかなければ
ならない。職員の皆さんには、村民からの信頼・職員同士
の信頼関係を大切にして、互いに支え合いながら、村民
のために業務を遂行していただきたい｣と述べた。

令和５年度下半期辞令交付
会計年度任用職員　住民福祉課　高江洲友造

※毎年2月、5月、8月、1 1月に、それぞれの前月分までを支給します。
※認定基準に基づく審査の結果、該当しない場合があります。

《問い合わせ先》 多良間村住民福祉課　　　☎ 0980-79-2623　　FAX. 0980-79-2664
宮古福祉事務所福祉班　　☎ 0980-72-3771　　FAX. 0980-73-2131

特別障害者手当及び障害児福祉手当

多良間村農業委員・推進委員  辞令交付式

令和５年度　下半期職員会

特別障害者手当 障害児福祉手当

対　象
精神又は身体に著しく重度の障害を有するため、
日常生活において常時特別の介護を必要とする
状態にある在宅の20歳以上の方。

精神又は身体に重度の障害を有するため、日常
生活において常時の介護を必要とする状態にあ
る在宅の20歳未満の方。

支給額 月額27,980円 月額15,220円

支　給
制　限

・病院等に長期入院している方(特別障害者手当のみ)
・施設に入所している方
・受給者もしくはその配偶者又は扶養義務者の前年の所得が一定の額以上であるとき
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あっきーの協力隊日記

こ
ん
に
ち
は
、観
光
振
興
課
・
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
あ
っ
き
ー
で
す
。

こ
の
コ
ラ
ム
が
掲
載
さ
れ
る
頃

に
は
、「
た
ら
ま
島
一
周
マ
ラ
ソ
ン
」

の
準
備
が
佳
境
に
入
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
明
け
、色
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
再
開
し
た
の
は
嬉

し
い
こ
と
で
す
が
、観
光
振
興
課
に

と
っ
て
は「
バ
タ
バ
タ
の
秋
」で
も

あ
り
ま
し
た（
笑
）。

イ
ベ
ン
ト
と
言
え
ば
…
で
す
が
、

現
在
私
が
協
力
隊
と
し
て
関
わ
っ

て
い
る
企
画
の
話
を
、今
回
は
お
伝

え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
良
間
村
が「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
連
合
」に
加
盟
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
ご
存
じ
の
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
今
年

の
初
め
に
、連
合
加
盟
町
村
の
協
力

隊
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ

て「
協
力
隊
の
立
場
か
ら
、美
し
い

村
の
活
動
を
ど
う
盛
り
上
げ
て
い

け
る
か
」を
模
索
し
、毎
月
定
例
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
最
も
私
が
今
力
を

入
れ
て
い
る
こ
と
が
、「
北
海
道
赤

井
川
村
か
ら
多
良
間
村
の
子
ど
も

た
ち
へ
雪
を
送
ろ
う
！
」と
い
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
同
じ
連
合
加
盟

村
の
赤
井
川
村
の
協
力
隊
Ｏ
Ｇ
の

方
に
も
ご
協
力
頂
き
、雪
を
見
た
こ

と
が
な
い（
ま
た
は
少
な
い
）で
あ

ろ
う
多
良
間
村
の
子
供
た
ち
に
、雪

で
遊
ん
で
も
ら
い
、そ
れ
を
通
し
て

「
美
し
い
村
」の
活
動
に
つ
い
て
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
、自
分
の
村
を

も
っ
と
好
き
に
な
っ
て
も
ら
お
う
！

と
い
う
の
が
狙
い
で
す
。

現
在
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
ん
で

企
画
を
進
め
て
お
り
、来
年
の
２
月

末
頃
に
は
多
良
間
に
雪
が
届
く
予

定
で
す
！
詳
細
は
追
っ
て
こ
の
コ

ラ
ム
で
も
お
伝
え
し
ま
す
が
、小
学

校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
の
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
な
く
、村
全
体
で
こ
の
イ

ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら

と
思
っ
て
お
り
ま
す
♪
皆
様
ぜ
ひ

お
楽
し
み
に
！

前
回
は
、沖
縄
本
島
周
辺
離

島
で
水
道
広
域
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

こ
の
広
域
化
で
、何
が
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
か
、も
う
少

し
詳
し
く
説
明
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

広
域
化
以
前
は
、浄
水
処
理

施
設
は
村
で
管
理
し
、そ
の
費

用
は
、全
て
村
が
負
担
し
て
い

ま
し
た
。

し
か
し
、広
域
化
後
は
、浄

水
処
理
施
設
は
、沖
縄
県
企
業

局（
以
下「
企
業
局
」と
い
う
。）

が
管
理
し
、村
は
、作
っ
た
水

を
購
入
し
て
配
水
す
る
だ
け

と
な
り
ま
す
。最
も
大
き
な
違

い
は
、水
を
処
理
す
る
費
用（
造

水
コ
ス
ト
）を
企
業
局
が
負
担

す
る
こ
と
に
よ
り
、水
の
値
段

（
受
水
コ
ス
ト
）が
、県
内
統
一

の
金
額
と
な
り
、自
前
で
水
処

理
し
て
い
た
時
よ
り
も
、安
価

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。そ

の
こ
と
に
よ
り
、水
道
料
金
を

値
下
げ
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
広
域
化
し
た
村
が
、即

座
に
水
道
料
金
を
値
下
げ
し

て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

造
水
コ
ス
ト
が
下
が
る
こ
と
で
、

村
民
へ
の
負
担
が
軽
減
す
る

こ
と
に
繋
が
る
の
で
す
。

 

令
和
５
年
11
月
号

第
22
回

水
道
担
当  

清 

村

の

は
な
し

水
道

広報

5 TARAMA VILLAGE PUBLICITY PAPERS



お
ば
あ
も
孫
も

笑
顔
が
一
番
！

広報写真で見る

多
良
間
っ
子「
絆き

ず
な

」 鷹た

か

の
よ
う
に
翔と

べ

秋
空
に
さ
し
ば
舞
う「
た
か
ヌ
時
期
」に
、幼
小
中
合
同
運
動
会
が
開
催

さ
れ
た
。
子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命
に
演
じ
走
っ
た
姿
は
感
動
を
覚
え
た
。

隣
の
お
ば
あ
が
身
を
乗
り
出
し
て「
け
ー
な
ま
一
番
な
︒り
た
︒り
子
が
ま
ー

あ
が
孫
よ
ー
」と
目
を
細
め
微
笑
む
光
景
も
見
ら
れ
た
。
幼
小
中
連
携
で

中
学
生
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
が
幼
少
の
子
ど
も
達
を
サ
ポ
ー
ト
、小
道

具
の
搬
入
搬
出
を
テ
キ
パ
キ
と
進
め
て
い
る
姿
は
見
て
い
て
頼
も
し
く
好

感
が
持
て
た
。
情
操
教
育
に
つ
な
が
る
多
良
間
っ
子
の「
絆
」は
嬉
し
い
。

こ
こ
で
は
運
動
会
の
模
様
を
写
真
で
特
集
す
る
。               

（
来
間
）

借り物競走    「2回飛び」の挑戦 開会式を終え元気に退場する園児の皆さん

本部席・来賓席で演技を見守り声援を送る 出番を待つ小４～６年生の皆さん

まっじくっじリレーで、射止めた高級魚｢アカジン｣
を持参して誇らしげに担ぐ北海人の皆さん

まっじくっじクリレーで担ぎ出された
垣花正人中学校校長。会場から声援が

小4～6年生による ふしゃぬふエイサー

中学生によるリズム ダンスでガッツポーズ

小1・2・3年生による玉入れ。児童も観客も玉の数えに一喜一憂
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広報

園児たちのチャレンジワイーと走れ！ワイーと走れ！

親子の「絆」

自由参加による地域の踊りで
タラピンダンスを踊る皆さん

借り物競走    「2回飛び」の挑戦

小4～6年生による ふしゃぬふエイサー

中学生によるリズム ダンスでガッツポーズ

小1・2・3年生による玉入れ。児童も観客も玉の数えに一喜一憂

村旗、校旗を両手に、小学校校歌遊戯

中学生によるふしゃぬふエイサー
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広報

第４５回　多良間保育所うんどうかい

第 24 回　多良間島ピンダアース大会

～ぼく　わたし　笑顔でがんばるぞ～
10月14日(土)、「ぼく わたし笑顔でがんばるぞ」をテーマに、

第45回多良間保育所運動会が行われた。園児たちの元気あ
ふれるかけっこや出し物に、保護者や地域の皆さんにも笑
顔があふれていた。会長の志堅原誠さんは「今日は天気も
良く、踊ったり、走ったり、泣いたり、笑ったりよく頑張り
ました。先生方をはじめ、子供を一番に優先して動いてく
ださった皆様、ありがとうございました。」と述べた。

10月21日（土）、多目的広場にて第24回多良間島ピンダアース大会が開催された。今回は軽量
級9頭、中量級10頭、重量級6頭の計25頭が出場した。会場ではピンダふれあいコーナー・ヤギ汁
の販売も行われた。

閉会式で伊良皆村長は｢応援していただきまし
た会場の皆さん大変ありがとうございました。ピ
ンダも会を重ねるごとに素晴らしい戦いを見せて
おります。これも飼養者の皆さんの日頃からの鍛
えによるものと思います。これからも飼養管理を
よろしくお願いいたします。｣と述べた。

【大会結果】

エイサーを披露する園児

今年度で卒業するゆり組の皆さんに 
メダルが贈られました

平均台を上手に渡る 親子での触れ合い

試合開始後の様子

軽量級 １位 オカダ 49kg 飼養者：渡口末子さん
２位 アフガピンダ 50kg 飼養者：豊見山正さん

中量級 １位 ピンクリッティー 68kg 飼養者：野原康弘さん
２位 ピカチュウ 2 代目 63kg 飼養者：東風平正明さん

重量級 １位 ガラガラドン 92kg 飼養者：山中晴太郎さん
２位 ジャック☆ダニエル・イー 110kg 飼養者：長浜国博さん
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ウガンプトゥキ

ビューティフルデーは、全国の｢日本で最も美しい村｣連合加盟町村地域で｢私の村をいつま
でもBeautyに｣をテーマに、連合旗掲揚や村内清掃活動、地域文化に触れる活動などを一斉に
行う取り組みで、2020年度から始まった。

多良間村では10月4日の｢日本で最も美しい村制定の日｣
に合わせ、連合旗を掲揚した。また、各区の皆さんの御協
力のもと、八月踊りとビューティフルデーの清掃活動を9
月に実施している。

今後も活動を通して美しい村のままであり続けること
を再認識し、村の将来に向けて機運を高める取り組みを
行っていく。

広報

日本で最も美しい村　旗掲揚式

放送大学　入学生募集のお知らせ 

10月22日（日）、ウガンプトゥキ(御願解け)が行われた。

○ 放送大学は、4月入学生を募集しています。
○ 10代から90代の幅広い世代、約8万5千人以上の

学生が、大学を卒業したい、学びを楽しみたい
など、様々な目的で学んでいます。

○ 授業には3つのスタイルがあり、BS放送やイン
ターネットで視聴する、また講師から直接受け
る授業があります。

○ 心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自然科学な
ど、300以上の幅広い授業科目があり、1科目か
ら学ぶことができます。

○ 卒業すれば学士の学位を取得できます。
〇 放送授業1科目の授業料は1万2千円（入学金は

別）。半年ごとに学ぶ科目分だけの授業料を払
うシステムです。

○ 全国にキャンパスにあたる学習センターやサテ
ライトスペースが設置されており、面接授業（ス
クーリング）の開講やサークル活動などの学生
交流も行われています。

○ 資料を無料で差し上げています。お気軽に放送
大学沖縄学習センター（☎098-895-5952）まで
ご請求下さい。

○ 出願期間は、第1回は2024年2月29日まで、第2
回は2024年3月12日まで。

お問合せ　放送大学沖縄学習センター
☎ 098-895-5952

連合旗掲揚　役場前にて

コミュニティー施設 役場北側
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広報

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
位
置
づ
け
が
、2

類
相
当
と
し
て
い
た
が
、令
和
５
年
５

月
８
日
か
ら「
5
類
感
染
症
」に
な
っ

た
。
こ
れ
ま
で
自
粛
あ
る
い
は
規
模

縮
小
な
ど
、控
え
て
い
た
各
行
事
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、地
域
が
活
発
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
に
伴
い
酒
の
席

も
増
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
酒
を
愛

す
る
方
々
に
は
、待
ち
遠
し
か
っ
た
に

違
い
な
い
。

酒
を
愛
し
た
歌
人
は
多
い
が
、そ
の

な
か
で
も
世
間
や
家
族
す
べ
て
を
捨
て
、

自
由
を
愛
し
、酒
を
愛
し
、行あ

ん

脚ぎ
ゃ（
僧
が

諸
国
を
め
ぐ
り
歩
い
て
修
業
す
る
こ
と
）

の
旅
を
続
け
な
が
ら
俳
句
を
作
り
続

け
た
の
が
山さ

ん

頭と
う

火か

だ
。
漂
白
俳
人
と

言
わ
れ
て
い
る
。季
語
や
五・七・五
と

い
う
俳
句
の
約
束
事
を
無
視
し
、自
身

の
リ
ズ
ム
感
で「
自じ

由ゆ
う

律り
つ

俳は
い

句く

」を
詠よ

ん
だ
。平
易
で
飾
り
気
の
な
い
言
葉
が
、

独
特
の
雄
大
な
雰
囲
気
を
か
も
し
だ
し
、

し
み
じ
み
と
心
に
し
み
と
お
る
句
と

な
り
、没
後
83
年
た
っ
た
、今
も
な
お

山
頭
火
ブ
ー
ム
は
衰
え
る
こ
と
が
な
い
。

ア
メ
リ
カ
で
一
番
愛
さ
れ
て
い
る
俳

人
は
芭
蕉
で
は
な
く
山
頭
火
だ
と
い
う
。

山
頭
火
は
あ
る
放
浪
俳
人
の
作
品

世
界
に
共
感
し
、句
作
へ
の
思
い
が
高

ま
り
、法
衣（
僧
侶
が
身
に
着
け
る
着

物
）と
笠
を
ま
と
い
鉄
鉢（
僧
が
食
べ

物
を
得
る
た
め
の
丸
い
器
）を
持
っ
て

日
本
各
地
へ
と
旅
立
つ
。
行ぎ

ょ
う
乞こ

つ（
食
べ

物
の
施
し
を
受
け
る
）の
旅
は
何
年
も

続
く
。
そ
の
な
か
で
多
く
の
俳
句
が

生
ま
れ
て
い
く
。

山
頭
火
の
酒
豪
ぶ
り
は
ハ
ン
パ
じ
ゃ

な
か
っ
た
。本
人
が
言
う
に
は
、泥
酔

へ
の
過
程
は「
ま
ず
、ほ
ろ
ほ
ろ
、そ

れ
か
ら
、ふ
ら
ふ
ら
、そ
し
て
、ぐ
で

ぐ
で
、ご
ろ
ご
ろ
、ぼ
ろ
ぼ
ろ
、ど
ろ

ど
ろ
」で
あ
り
、最
初
の「
ほ
ろ
ほ
ろ
」

の
時
点
で
既
に
３
合
だ
っ
た
。
酒
と

俳
句
に
つ
い
て
は「
肉
体
に
酒
、心
に

句
、酒
は
肉
体
の
句
で
、句
は
心
の
酒

だ
」と
語
っ
て
い
る
。歩
く
、飲
む
、詠よ

む
の
人
生
だ
っ
た
。

56
歳
の
時
、終つ

い

の
棲す

み

家か

と
し
て
愛
媛

県
松
山
に
茅
葺
き
の
質
素
な
小
屋「
一い

っ

草そ
う

庵あ
ん

」を
建
て
住
ん
だ
。こ
こ
で
友
と

語
り
、句
会
を
催
す
な
ど
、心
豊
か
な

晩
年
を
過
ご
し
た
。
10
月
10
日
の
夜
、

一
草
庵
で
句
会
が
行
わ
れ
る
な
か
、山

頭
火
は
隣
室
で
イ
ビ
キ
を
か
い
て
い
た
。

仲
間
は
酔
っ
払
っ
て
眠
り
こ
け
て
い

る
と
思
っ
て
い
た
が
、実
は
脳
溢
血
で

あ
っ
た
。
会
が
終
わ
る
と
皆
は
山
頭

火
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
帰
っ
て
い
っ

た
。
虫
の
知
ら
せ
を
感
じ
た
あ
る
友

が
早
朝
に
戻
っ
て
み
る
と
、す
で
に
心

臓
麻
痺
で
他
界
し
て
い
た
。
死
亡
時

刻
は
推
定
４
時
。本
人
願
望
の「
コ
ロ

リ
往
生
」だ
っ
た
。山
頭
火
は
生
涯
に

８
万
４
千
句
と
い
う
膨
大
な
数
の
作

品
を
残
し
、こ
の
世
を
去
っ
て
い
っ
た
。

享
年
57
歳
。最
晩
年
の
日
記
に
は「
無

駄
に
無
駄
を
重
ね
た
よ
う
な
一
生
だ
っ

た
、そ
れ
に
酒
を
た
え
ず
注
い
で
、そ

こ
か
ら
句
が
生
ま
れ
た
よ
う
な
一
生

だ
っ
た
」と
書
い
て
い
る
。辞
世
の
句

は「
も
り
も
り
盛
り
上
が
る
雲
へ
歩
む
」。

旅
と
酒
を
愛
し
た
山
頭
火
は
、心
地
よ

い
気
持
ち
で
地
平
線
か
ら
立
ち
上
る

雲
の
中
へ
昇
っ
て
い
っ
た
だ
ろ
う
か
。

一
草
庵
に
は
今
も
国
内
外
か
ら
フ
ァ

ン
が
訪
れ
る
。す
べ
て
を
捨
て
自
由
な

生
き
方
に
惹
か
れ
る
人
は
、彼
が
歩
い

た
道
を
た
ど
る
人
も
少
な
く
な
い
と

い
う
。死
後
、彼
の
生
き
様
が
人
々
に

知
ら
れ
る
に
つ
れ
、人
気
は
ど
ん
ど
ん

高
ま
り
、彼
の
句
碑
は
５
０
０
カ
所
を

越
え
建
立
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。個
人

の
文
学
碑
の
数
と
し
て
は
一
番
だ
ろ

う
と
言
わ
れ
て
い
る
。酒
に
よ
る
数
々

の
失
態
な
ど
、常
に
絶
望
と
孤
独
の
姿

が
二
重
写
し
に
な
る
。

ひとりごと
令和5年11月
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12 月 1 日は『世界エイズデー』です

ちゅらさん運動とは県、県教育庁、県警察、市町村及び県民が総ぐるみで取り組む防犯のた
めの運動です。

ちゅらさん運動は、次の三本柱からなり、関係機関等が連携して推進しています。

「ちゅらひとづくり」…県の将来を担う子供たちの健全育成を図る。
「ちゅらまちづくり」… 通学路、公園等の安全、安心な環境整備を推進する。 
「ちゅらゆいづくり」…地域の連帯と自主防犯活動の活性化を促進する。

ちゅらさん運動は、「できるときにできることから」をキャッチフレーズに、より多くの方々
が参加することに意義があります。ちょっとした時間を利用して、子供たちの見守り活動や
地域の美化・清掃活動などに参加することで地域の防犯意識が高まり、ひいては犯罪の発生し
にくい地域社会の構築につながります。地域の安心感を高め、魅力あふれる多良間村の実現
に向けて「ちゅらさん運動」を推進していきましょう。

エイズについて
○ エイズは「後天性免疫不全症候群」ともいい、

HIV（エイズの原因ウイルス）に感染し、免疫シ
ステムが壊されて起こる病気。

○ 感染後2〜3週間すると、軽い風邪のような症
状がでて、その後、約1〜10年間は無症状。進行
すると免疫力が低下し、微熱や下痢が続いたり、
リンパ節の腫れや肺炎がおこる。

○ 感染経路は、性行為感染、血液感染、母子感染の
3つ。

○ 治療薬の進歩により、エイズはコントロールで
きる病気である。早期発見し治療を開始するこ
とで日常生活を送ることが可能。

沖縄県の特徴
○ 沖縄県のHIV感染者・エイズ患者新規報告者数

は、2018年：20件、2019年：19件、2020年：23件、 
2021年：26件、 2022年：19件となっており、依然
として感染が拡がっている状況。

○ 診断時に既にエイズを発症している事例（いき
なりエイズ）が2022年では52.6％であり、早期
発見のための検査の機会を逸していると推察
される。

○ 2022年の人口10万人あたりの新規報告数でみ
ると、HIV感染者は全国6位、エイズ患者は全国
第1位。年代別では、20代〜30代に分布。

ちゅらさん運動

多良間駐在だより　令和 5 年

気を付けようサイバー犯罪 
スマートフォンの普及率が高まり、 私達の生活に欠かせないものになってきて
いますが、 便利な反面、犯罪やトラブルに巻き込まれ るケースも多くなっています。 
○個人情報や個人を特定される画像を安易に書き込まない。 
○   相手に言われるままにすぐにお金を振り込んだりお金やキャシュカードを 

渡さずにまず、 駐在、 家族や親せき、 信頼できる友人に相談する。

宮古島警察署　☎︎ 0980-72-0110　  多良間駐在所　☎︎ 0980-79-2010

宮古保健所では以下の通り検査を実施します
11月27日（月）〜12月1日（金）　（午前9時〜11時、午後1時〜3時）　　【場所】 宮古保健所1階  ④検査室

※予約制ですので、必ず事前にお問い合わせください！！
☎  0980-73-5074

沖縄県は、全国的に見てもHIV感染者／エイズ患者の報告数が多い地域となっています。
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（　　）内は前月比

緊急ダイヤル
火災・救急ワンクッションコール 119 番

警察官派出所 （79–2010）110 番

急病人／多良間診療所 79 –2101

停電／沖縄電力多良間電業所 79 –2147

断水／役場住民福祉課 79 –2623

家畜疾病／役場産業経済課 79–2503

ガス専用／ JA 多良間 090–6859–2355

世帯数と人口
総世帯数    534  （–2）
総人口 1,061  （–6）

男 580 女 481
区　別 人　口 世帯数
土　原 64（–1） 36（0）
天　川 78（0） 45（0）
津　川 90（0） 46（1）
宮　良 71（0） 32（0）
嶺　間 153（–1） 69（0）
大　道 180（–2） 94（–1）
大　木 265（–2） 121（–2）
吉　川 156（0） 88（0）
水　納 4（0） 3（0）
出　生 0 死　亡 2
転　入 2 転　出 6

（令和 5 年９月末現在）

※緊急の場合以外診療時間内での受診を心がけよう
救急車出動 …2件 …1件ヘリ搬送

 救急車・ヘリ搬送件数9月

編集後記
●  涼しく感じる時間帯が多くなってきましたね。太陽の昇る時間も遅くなり、朝6時に目覚めても

まだ薄暗いことがあります。私は最近、朝に20分ぐらい散歩をするようになりました。涼しさ
と薄暗さのなか、伸びをしながら歩いています。だんだんと太陽が昇り始めて周囲が明るくなっ
ていく様子は綺麗で、今日も1日頑張ろうという活力になります。

●  11月は村民運動会や多良間島一周マラソンなどのイベントが開催される予定です。体調管理に
は気を付けて、村全体で盛り上がるイベントにしましょう！

● 今月号も広報誌に協力してくださり、ありがとうございました。                    　　　　　　　    （大城）

発行／多良間村役場　編集／総務財政課広報係 〒906-0692宮古郡多良間村字仲筋99-2 ☎0980-79-2011
令和5年11月1日発行

ご寄付ありがとうございます 天 久  健 次  様 浦添市

トリック オア トリートトリック オア トリート
お菓子をくれないといたずらしちゃうぞ

保育所っ子の仮装パレード 令和5年10月30日  役場前


